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標本に基づく静岡県初記録のモヨウキホウボウ

畑　晴陵 1・中江雅典 2

A single specimen of the armored searobin Peristedion lio-
rhynchus (Günther, 1872) (Actinopterygii: Peristediidae) was 
collected from off Numazu, Suruga Bay, Shizuoka Prefecture, 
Japan. Although P. liorhynchus has been widely reported from 
the Pacific coast of the Japanese mainland, the species has not 
been recorded from Shizuoka Prefecture on the basis of voucher 
specimens. Therefore, the specimen described herein represents 
the first specimen-based record of P. liorhynchus from the pre-
fecture.
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 Abstract

キホウボウ属 Peristedionは，1対の巨大な吻棘を吻端に

有することなどによって特徴づけられるキホウボウ科の 1

属であり，日本近海からはツノブトキホウボウ Peristedion 

amblygenys Fowler, 1938，モヨウキホウボウ Peristedion 

liorhynchus (Günther, 1872)，キホウボウ Peristedion orientale 

Temminck and Schlegel, 1843，およびヘリキホウボウ

Peristedion riversandersoni Alcock, 1894の 4種の分布が確認

されている（Kawai, 2008; Ono and Kawai, 2014；和田ほか，

2020）．そのうち，モヨウキホウボウは，水深 140–710 m

の底層に生息し，底曳網によって時折混獲されるほか，筋

肉中の脂質含有量が比較的多いことが知られるが，体が硬

い骨板に被われることもあり，ほとんど食用となること

はない（Richards, 1999；山田・柳下，2013；鈴木，2014; 

Yato, 2019）．また，本種は福島県から九州南岸にかけての

太平洋沿岸から散発的に報告されているものの（Ozawa, 

1983；山田・柳下，2013; Ono and Kawai, 2014; Iwatsuki et 

al., 2017），静岡県における記録は標本や写真を伴わないも

ののみであった（小林ほか，1999；鈴木，2014）．

2020年 12月 22日，静岡県沼津市約 10 km沖の駿河湾

において，モヨウキホウボウ 1個体が底曳網によって採集

された．本標本は静岡県における本種の標本に基づく初め

ての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Ono and Kawai (2014)と Kawai (2016)

にしたがった．標準体長は体長と表記し，各部の計測は

デジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．モヨウ

キホウボウの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影され

た駿河湾産の標本（NSMT-P 140052）のカラー写真に基

づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，国立科学博

物館（NSMT）に保管されている．

Peristedion liorhynchus (Günther, 1872)

モヨウキホウボウ
（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 140052，体長 162.8 mm，静岡県沼津市

沖 10 km（駿河湾），2020年 12月 22日，底曳網，藤原智一．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は前後方向に長く，前上顎骨前縁から眼にか

けての頭部ではわずかに縦扁し，そこから後ろは尾鰭方向

に向かって細くなる錐形を呈し，第 2背鰭起部より後方で

はわずかに側扁する． 体背縁は前上顎骨前縁から眼の上

縁にかけて上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やか

に下降する．体腹縁は前上顎骨前縁から腹鰭起部にかけて

緩やかに下降し，そこから尾鰭基底下端にかけて緩やかに

上昇する．体は骨板に被われる．体側の骨板は 4列からな

り，尾柄部の腹側列と肛門前の骨板を除き，それぞれ 1本

の明瞭な後向棘を有する．第 28–36番目の上側列の骨板は

前向棘も有する．尾柄部で左右の下側列の骨板が接合する．
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肛門は臀鰭起部直前に開孔する．吻部には左右で 1対の骨

質の吻突起を有する．吻突起は著しく縦扁し，幅広く，先

端は丸みを帯び，ヘラ状を呈する．吻突起の表面には骨質

の小突起が密生し，ざらざらしているが，顕著な棘はない．

吻突起起部から前鰓蓋骨後縁にかけて骨質隆起が側方に張

り出し，その側面は円滑．骨質隆起の後端は角張るが，棘

は形成せず，前鰓蓋骨上には顕著な棘がない．眼は前後方

向に長い楕円形．眼窩の前縁から吻突起の起部にかけての

頭部背面に隆起線がある．眼窩後縁から前鰓蓋骨後縁にか

けての頭部側面に骨質隆起線がある．この隆起線の上部か

ら鰓蓋後縁にかけて，前後方向に骨質隆起線がはいり，そ

の後端は棘になる．第 2眼下骨側面には棘がない．第 4眼

下骨側面には円滑な骨質隆起がある．口は大きく，下位．

上顎の後端は眼窩前縁直下を越えない．上顎歯，下顎歯，

鋤骨歯および口蓋骨歯をもたない．口唇には 3対，下顎に

は 6対のヒゲがある．下顎のヒゲはよく分枝する．鼻骨，

篩骨側面，中篩骨には棘がない．第 1前頭骨棘は小さいが

強く，眼窩後部直上に位置する．第 2前頭骨棘は強く，低

い隆起縁を形成する．頭頂骨棘は顕著．後側頭骨棘は幅広

く隆起する．腹鰭起部は前鰓蓋骨後縁よりも前方，腹鰭基

底後端は胸鰭基底下端よりもわずかに後方にそれぞれ位置

する．畳んだ腹鰭の後端は肛門に達する．腹鰭外縁は起部

から第 1軟条後端にかけて緩やかに下降し，そこから第 5

軟条後端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭は下部の 2軟条

が遊離する．胸鰭基底は体軸に対して斜めであり，基底下

端が上端よりも前方に位置する．胸鰭基底下端は腹鰭第 1

軟条起部直上に位置する．胸鰭遊離軟条のうち，上部のも

のは後端が胸鰭葉状部後端よりも後方に達し，臀鰭起部直

上および第 2背鰭第 2軟条起部直下に達する．下部の遊離

軟条は胸鰭葉状部後端には達しない．第 1背鰭起部は胸鰭

基底先端よりも後方に位置し，背側列第 1骨板と第 2骨板

の間に位置する．第 2背鰭起部は背側列第 7骨板と第 8骨

板の間に位置し，第 2背鰭基底後端は背側列第 27骨板の

後方に位置する．第 1背鰭外縁は起部から第 1棘後端にか

けて上昇し，そこから最後棘後端にかけて緩やかに下降す

る．第 1と第 2背鰭の間には欠刻がある．第 2背鰭起部は

Fig. 1. Fresh specimen of Peristedion liorhynchus (NSMT-P 140052, 162.8 mm standard length), off Numazu, Suruga Bay, Shizuoka 
Prefecture, Japan.

NSMT-P
140052

Standard length (SL; mm) 162.8
Counts
  Dorsal-fin spines 8
  Dorsal-fin soft rays 21
  Anal-fin rays 21
  Pectoral-fin rays (including two free rays) 13
  Pelvic-fin spines 1
  Pelvic-fin soft rays 5
  Principal caudal-fin rays 12
  Bony plates in dorsal row 31
  Bony plates in upper lateral row 36
  Bony plates in lower lateral row 26
  Bony plates in ventral row 27
  Bony plates before anus 2
  Bicuspid bony plates in upper lateral row 9
  Gill rakers on first gill arch 5 + 1 + 19
  Groups of barbels (lip + chin) 3 + 6
Measurement (% SL)
  Body depth 14.9
  Body width 14.8
  Head length 32.1
  Head depth 15.1
  Head width 23.4
  Distance from snout to first dorsal-fin origin 33.3
  Distance from snout to anal-fin origin 48.2
  Distance from snout to anus 42.7
  Snout length 17.1
  Rostral projection length 10.0
  Rostral projection width 3.2
  Distance between tips of rostral projections 5.6
  Filamentous barbel length 10.6
  Upper-jaw length 11.9
  Lower-jaw length 12.1
  Orbit diameter 6.6
  Interorbital width 7.2
  Pectoral-fin length 15.1
  Upper detached pectoral-fin ray length 18.2
  Lower detached pectoral-fin ray length 16.9
  Pelvic-fin length 17.7
  First dorsal-fin spine length 10.1
  Caudal-peduncle length 10.7
  Caudal-peduncle depth 2.1

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of Peristedion liorhynchus from Suruga Bay, 
Shizuoka Prefecture, Japan.
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臀鰭起部よりも前方に位置する．第 2背鰭外縁は起部から

第 6軟条後端にかけて緩やかに上昇し，そこから最後軟条

後端にかけて緩やかに下降する．臀鰭起部は第 2背鰭第 3

軟条起部直下，腹側列の第 1骨板直後に位置する．臀鰭最

後軟条は鰭膜で体と接続する．尾鰭は截形を呈し，上縁，

下縁，および後縁はいずれもほぼ直線状．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部にかけては

やや黄色がかった桃色を呈し，体側下部から体腹面にかけ

ては白色．体背面から体側上部にかけての鱗板の後縁は黄

色がかった茶色に縁どられる．頭部背面と頭部側面には不

規則な黄色がかった茶色の線状斑が散在する．背鰭は第 1，

第 2ともに白色半透明，上部は黒色を呈し，上縁はピンク

がかった赤色に縁どられる．第 1背鰭前縁は黄緑がかった

褐色．胸鰭はピンク色を呈し，外縁は黄色．胸鰭中央部に

暗い茶褐色の，基底部付近に緑がかった茶褐色の横帯がそ

れぞれはいる．胸鰭遊離軟条はピンク色を呈し，中央部は

黄色がかる．腹鰭はピンクがかった白色半透明を呈し，各

軟条の中央部は黄色がかる．臀鰭は白色半透明を呈し，下

部はピンク．尾鰭はピンク色を呈し，鰭の中央部は黄緑色

がかる．

分布　日本，台湾，フィリピン，グアム，インドネシア，
ニューカレドニア，オーストラリア北西岸・南東岸，アン

ダマン海，およびミャンマーから記録されており（Richards, 

1999; Kawai, 2008, 2016; Satapoomin, 2011；山田・柳下，

2013; Ho et al., 2013; Ono and Kawai, 2014; Psomadakis, 2019; 

Yato, 2019），日本国内においては福島県いわき市小名

浜，鹿島灘，駿河湾，熊野灘，土佐湾，足摺岬沖，日向

灘，鹿児島県枕崎市南方，山口県沖の日本海，沖縄舟状

海盆，九州・パラオ海嶺，および東シナ海から記録があ

る（蒲原，1952; Ozawa, 1983；矢頭，1982, 1985, 1997；小

林ほか，1999；山田・柳下，2013; Ono and Kawai, 2014; 

Kawai, 2016; Fricke et al.,2017; Iwatsuki et al., 2017；園山ほか，

2020；本研究）．

備考　駿河湾産の標本は両顎に歯がないこと，前鰓蓋
骨に顕著な棘がないこと，尾柄部で左右の下側列の骨板

が接合することなどから Richards (1999)と Kawai (2008)

によって定義された Peristedionの標徴と一致した．また，

記載標本は吻突起が体長の 10.0%を占め，先端が丸みを

帯び，縦扁し幅広いヘラ状を呈すること，吻突起は中央部

が細くなること，吻突起上の第 4感覚孔の前縁が前上顎骨

の前縁よりも後方に位置すること，頭部腹面外縁が直線状

を呈し，円滑であること，下顎のひげが 6本であること，

背鰭の上縁が黒色であること，および胸鰭中央部に暗い茶

褐色の横帯があることなどが，矢頭（1997），Richards (1999)，

山田・柳下（2013），Ho et al. (2013)，Ono and Kawai (2014)，

Kawai (2016)，Fricke et al. (2017)，および和田ほか（2020）

の報告した P. liorhynchusの標徴とよく一致した．記載標

本から得られた計数・計測値はOno and Kawai (2014)によっ

て示された P. liorhynchusのそれらとよく一致した．モヨ

ウキホウボウは先端が丸みを帯び，縦扁し幅広いヘラ状を

呈する吻突起を有することから，台湾とインドネシアから

記録されている Peristedion richardsi Kawai, 2016に類似す

るが，吻突起上の第 4感覚孔の前縁が前上顎骨の前縁より

も後方に位置すること（P. richardsiでは前上顎骨の前縁よ

りも前方に位置する）により，容易に識別される（Kawai, 

2016; Wada et al., 2019; Yato, 2019）．

Peristedion liorhynchusは蒲原（1952）により，高知県か

ら得られた 4個体に基づき日本から初めて報告されると同

時に，本種に対し，和名「モヨウキホウボウ」が提唱され

た．本種の日本における分布記録は日本産キホウボウ科魚

類の再検討をおこなった Ono and Kawai (2014)に詳述され

ているが，彼らの報告・引用したもののほかに，山口県沖

の日本海（園山ほか，2020），鹿児島県枕崎市南方（Ozawa, 

1983）などにおける記録がある．静岡県における本種の記

録は少なく，以下に示した 2例が確認されたが，いずれも

記載や写真を伴うものではない．小林ほか（1999）が，駿

河湾の水深 150–299 mから計 5個体を得られたことを報告

しているが，彼らの報告した個体は標本として残されてい

ない．また，鈴木（2014）は，駿河湾あるいは遠州灘から

底曳網によってキホウボウが得られたことを報告したが，

詳細な産地は示されておらず，また標本は残されていない．

したがって，本研究の記載標本は，モヨウキホウボウの静

岡県ならびに駿河湾における標本に基づく初めての記録と

なる．
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